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【動機】

水溶液の学習において、容器下部にある硫酸銅が溶けて全体に広がる様子を観察した時、静かに
置いてあるのに広がっていくことに不思議に感じた。また、砂糖水では、均一になるのに１週間
以上もかかった。そこで物質が拡散するメカニズムを調べようと思った。

【方法】

水溶液の濃度を屈折率の違いで調べられると考え測定装置を作った。色の変化や電気抵抗を測定
する方法なども考えたが、濃度を正確に数値で表せたり、静置したまま何日でも測定できること
から、最適な方法であった。工夫を重ねて精度の高い装置ができた。

【結果】

屈折率の測定装置を使って、容器の各部分の濃度をある程度正確に測定することができた。これ
によって、濃度が日々変化していく水溶液の様子をデータとして記録できるようになった。物質
の種類による溶け方の違いをグラフで見ることができた。

【まとめ】

水溶液中を物質が広がる速さは、溶けている物質の質量や電気的な性質よりは、主に水中にある
ときの粒子の大きさと温度に強く依存していることがわかった。他にも水溶液の濃度差の影響も
大きいことがわかった。

【展望】

今回製作した屈折率を使った濃度の測定装置は、水溶液を乱すことなく容器全体の濃度を求める
ことができる。この装置は、他にもいろいろな物質の溶け方の研究等に利用できると思う。
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